
学習発表会「どきどきするのは自分が成長するチャンス」

本年度のふるさと学習の成果をまとめ、１月２８日（土）の学習発表会で発表しました。

１・２年生は今田の自然、３年生は今田の農業（黒豆）、４年生は今田の農業と福祉、５年生は丹波焼、

６年生は外側から見た丹波焼というテーマで発表しました。自分たちが１・２学期に学習してきたことを

整理し、台本にまとめて発表しました。

子供たちの発表からは、今田にはこんなすごい宝物がいっぱいあるんだ、そして、その宝物を自分たち

はこれからも大切に守り育てていきたい、というメッセージが伝わってきました。今田には自然、産業・

文化、歴史などさまざまな宝物があります。大切な宝物を守っていくことはとても大切なことです。守っ

ていくと同時に大切なことは、同じことを繰り返すのではなく、その宝物を育て、進化させていくことで

す。そうすることで、宝物は豊かな「伝統」になっていきます。ふるさと今田の豊かな「伝統」をつくっ

ていくことに自分たちも関わっていきたいという思いが伝わってきました。

３学期はじめの朝会で、学習発表会に向けて「どきどきするのは、自分が成長するチャンス」という話

をしました。どきどきするのはがんばろうと思っているからこそです。どきどきを乗り越えるには、練習

を積み重ねることです。練習を積み重ねた成果が発表に現れていました。いっぱいどきどきしたと思いま

す。でも、それが自分自身の成長につながりました。さらに大切なのはどきどきを通してどう成長したか

自分の言葉にすることです。言葉には自分の行動をコントロールする力があります。学習発表会に限らず

さまざまなどきどきする場面があります。目標を立てたり、自分ができるようになったことをふりかえっ

て言葉にしたりすることで、自分を少しずつ成長させていくことができます。ふるさと今田を大切にする

今田っ子、言葉を大切にする今田っ子として、これからも伸びていくことを期待しています。
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【発表内容】

１・２年

「１・２年生タイムスリップものがたり」

３年「黒豆戦隊ビビンビーン！？」

４年「今田の戸締まり」

５年「きっと恋❤する丹波焼き」

６年

「サーラー～丹波焼の旅へLet's go！～」



２日 木 読み聞かせ（４～６年） １日 水 農園石拾い

地球っ子プログラム（４年） 読み聞かせ（１～３年）

委員会活動（５・６年） ６年生を送る会

あすなろ朝会 ３日 金 委員会活動（５・６年）

児童会選挙政見放送（Meet） 朝会

８日 水 児童会選挙政見放送（Meet） 見守り隊感謝の会

児童会選挙 １４日 火 あすなろ朝会

今田中学校出前授業（６年） １５日 水 校外児童会

１１日 土 建国記念の日 １６日 木 【幼稚園】修了式（さくら組）

１３日 月 児童朝会 大そうじ

１４日 火 校外学習（６年：京都） 【幼稚園】修了証書授与式（ばら組）

１６日 木 丹波焼国際交流（５・６年：台湾） ２０日 月 給食最終日

１７日 金 クラブ活動（４～６年） ２１日 火 春分の日

２１日 火 あすなろ朝会 ２３日 木 卒業証書授与式

２３日 木 天皇誕生日 ２４日 金 修了式

２４日 金 参観日（授業参観・学級懇談） ２５日 土 春休み（～４月６日（木））

２８日 火 朝会

７日 金 対面式・始業式

入学式

【幼稚園】対面式・始業式

【幼稚園】入園式

給食開始

１７日 月 【幼稚園】給食開始
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後期学校評価アンケートの保護者意見へのお知らせ
後期学校評価で保護者の皆様にアンケートのご協力をいただきました。保護者様からのご意見の中で学

校としての考えをお知らせした方が良いと考えたものについて、下記の通りお知らせいたします。

保護者様ご意見 学校としての考え

学校でコロナ陽性 複数の感染が出るなど学年閉鎖等をする必要がある場合、学年閉鎖のお知らせはしてきまし

者が出ても伝えても たが、コロナ感染の詳細についてのお知らせはこれまでからしていません。個人情報保護の観

らえなくなったのは 点からの対応であることを了解願います。なお、今年度は学年閉鎖をする状況にはなりません

なぜか。 でした。ご家庭での感染対策のおかげと感謝しています。

低学年だけで帰る 小学校では授業が終わり次第下校するのが基本です。しかし、低学年の徒歩通学児童の中に

とき、バスを降りて は、学校から家までずっと一人でかなりの距離を帰らざるを得ない子がいるため、令和３年度

から一人になるので から学校に残って高学年と一緒に帰るようにしました。バス通学の児童については、バス停か

待たせて高学年と一 ら家まで一人になる子がいることも把握していますが、居住集落又はその近辺のバス停で降車

緒に帰らせたい。 していることから、低学年が授業終了次第速やかに帰れるよう早い便で下校していることをご

バス停から家まで 理解ください。なお、バス停は既存のバス停を活用することを基本に、概ね１集落に１カ所程

一人で帰らないとい 度（複数ある集落もあります）となっています。また、新たにバス停の設置を希望しても、バ

けない。 スが停車して児童が安全に乗降車できるだけの十分なスペースがなければ警察に認められにく

いのが現状です。しかし、設置が必要な状況がある場合は、市教育委員会等と協議していきま

す。地域の中で見守りができる方法も無理のない範囲で検討いただければ幸いです。

２月～４月の行事予定


